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安全就業全国統一スローガン　『事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな』

平
成
二
十
九
年
六
月
七
日
　
（
水
）
午
後
一
時
半
よ

り
、
安
中
市
松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

会
員
三
五
四
名
　
（
会
場
出
席
者
一
四
〇
名
・
委
任
状

二
一
四
名
）
　
の
出
席
を
得
て
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
め
に
、
前
田
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
ご

来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
議
事
に
入
り
、
平

成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
（
監
査
報

告
）
、
定
款
の
一
部
変
更
、
役
員
の
一
部
選
任
な
ど
、

議
事
の
全
て
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
員
互
助
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
（
監

査
報
告
）
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
、
役
員
の
選
任
な
ど
、
議
事
の
全
て
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
役
員
名
簿



空家等の適切な管理の推進に関する協定書調印式

空空家等の適切刀な毎

実施期間　8月31日まで

平日8：30～17：15
、コ2017

随広さ

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
、
安
中
市
役
所
に
お
い

て
、
安
中
市
と
当
セ
ン
タ
ー
間
で
、
「
空
家
等
の
適
切
な

管
理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」
　
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

した。調
印
式
に
は
、
安
中
市
か
ら
茂
木
市
長
と
萩
原
産
業
政

策
部
長
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
前
田
理
事
長
、
西
尾
副

理
事
長
、
小
板
橋
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し

た。
こ
の
協
定
は
、
安
中
市
と
当
セ
ン
タ
ー
が
相
互
に
連
携
・

協
力
し
て
空
家
等
が
管
理
不
全
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防

止
す
る
と
と
も
に
、
管
理
不
全
と
な
っ
た
空
家
等
の
状
態

を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
良
好
な
居
住
環
境
の
保
全
及
び

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
注
者
か
ら

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、

空
家
等
の
見
回
り
業
務

が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。

調
印
式
当
日
は
、
テ

レ
ビ
局
と
新
聞
社
の
取

材
が
あ
り
、
調
印
式
の

模
様
が
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
放
映
さ
れ
、
新
聞
に

も
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま

した。

取
材
を
受
け
る
前
田
理
事
長

地
球
温
暖
化
や
省
エ
ネ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ぐ
ん
ま

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
2
0
1
7
が
実
施
さ
れ
、
地
域
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
ミ
ス
ト
発
生
装
置
を
設
置
し
て
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
に
登
録
し
、
そ
の
開
所
式
が
七
月
三

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
所
式
当
日
は
、
茂
木
市
長
と
安
中
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
う
め
ち
ゃ
ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

開
所
式
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
で
涼
ん
で
く
だ
さ
い
ー
・



臆毎砂嵐台

青
書
に
つ
い
て

磯
部
地
区
　
野
　
積

徹　五月十二日に宅地建物取引士証の更新に伴う

法
定
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
講
師
を

務
め
た
弁
護
士
の
先
生
か
ら
、
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
世
代

に
関
わ
る
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
、
終
活
と
い
う
言
葉
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
遺
言
書
を
作
成
す
る
方
が

増
え
た
と
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遺
言
書
に

は
い
く
つ
か
の
作
成
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
費
用
が
か

か
っ
て
も
間
違
い
が
起
き
な
い
だ
ろ
う
と
の
理
由
か
ら
、

公
証
役
場
に
出
向
い
て
、
公
証
人
に
作
成
し
て
も
ら
う

方
が
増
え
た
よ
う
で
す
（
平
成
二
十
六
年
十
万
四
四
九

〇
件
、
そ
の
後
、
年
間
一
万
件
の
増
加
）
。

し
か
し
、
公
正
証
書
遺
言
の
作
成
時
に
お
い
て
、
本

人
は
す
で
に
認
知
症
で
あ
り
、
正
常
な
判
断
能
力
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
遺
言
書
は
無
効
だ
と
の
訴
え

が
起
こ
さ
れ
、
そ
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
今

日
増
え
て
い
る
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

公
証
役
場
に
出
向
く
際
に
は
、
通
常
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
、
行
政
書
士
等
に
事
前
に
相
談
し
ま
す
。
こ
の

時
、
各
資
格
者
は
、
当
然
、
認
知
症
を
発
症
し
て
い
な

い
か
本
人
へ
の
様
々
な
質
問
や
、
可
能
な
ら
ば
家
族
に

聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
し
て
確
認
し
ま
す
。
特
に
居
住

し
て
い
る
家
を
売
却
す
る
場
合
な
ど
は
、
今
後
の
住
ま

い
に
つ
い
て
必
ず
確
認
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
公
証
役
場
で
も
公
正
人
が
面
談
を
行
い
、
遺

言
内
容
の
確
認
と
併
せ
て
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
当
然
確
認
を
行
い
ま
す
。
様
々
な

質
問
に
対
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
答
え
が
出
来
る
の

で
、
認
知
症
で
な
い
と
判
断
し
て
作
成
さ
れ
た
遺
言
書

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
裁
判
に
お
い
て
総
合
的
な
判
断

の
結
果
、
作
成
時
に
既
に
認
知
症
を
患
っ
て
い
た
と
認

定
さ
れ
、
遺
言
書
が
無
効
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

新
た
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
遺
言
書
に
基
づ
き
、
土
地
や
建

物
を
相
続
し
た
者
が
売
却
し
た
場
合
で
す
。
遺
言
に
基

づ
き
、
土
地
を
相
続
し
た
A
さ
ん
が
B
さ
ん
へ
売
却
し
、

更
に
、
B
さ
ん
が
C
さ
ん
へ
売
却
し
た
場
合
、
遺
言
書

が
無
効
と
さ
れ
る
と
、
こ
の
土
地
の
売
買
は
、
初
め
に

遡
っ
て
無
効
と
さ
れ
る
為
、
C
さ
ん
は
、
こ
の
土
地
を

取
得
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
終

活
と
し
て
遺
言
書
を
作
成
し
、
亡
く
な
っ
た
当
人
は
も

と
よ
り
、
関
わ
っ
た
全
員
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
っ
た
く
予
期
せ
ぬ
事
態
の
発

生
で
す
。
こ
う
し
て
、
認
知
症
は
介
護
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
死
後
の
相
続
に
も
及
ん
で
き
ま
す
。
終
活
と

し
て
遺
言
書
を
作
成
す
る
際
に
は
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

ち
な
み
に
、
相
続
に
お
い
て
裁
判
で
争
っ
て
い
る
金

額
は
、
一
千
万
円
以
下
が
三
二
％
、
一
千
万
円
か
ら
五

千
万
円
以
下
が
四
三
％
、
残
り
五
千
万
円
以
上
は
二
五

％
と
な
っ
て
い
ま
す
　
（
二
〇
二
一
年
）
。
少
な
い
金
額

程
争
う
こ
と
に
な
る
の
は
、
権
利
意
識
の
高
ま
り
だ
け

で
は
な
く
、
格
差
の
広
が
り
や
金
額
が
よ
り
リ
ア
ル
に

な
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
相

続
争
い
を
回
避
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
養
老
孟
司
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

「
死
ん
で
ゆ
く
本
人
は
、
何
に
も
困
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

終
活
な
ん
て
必
要
な
い
よ
。
人
生
の
し
ま
い
方
を
あ
れ

こ
れ
考
え
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
暇
だ
か
ら
だ
よ
。
夜
、

眠
る
時
、
翌
朝
目
覚
め
る
保
証
な
ん
て
、
ど
こ
に
も
な

い
ん
だ
よ
。
ど
う
死
ぬ
か
な
ん
て
全
く
考
え
て
も
な
い
。

考
え
る
だ
け
、
無
駄
だ
と
思
っ
て
る
よ
。
」
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会員旺なって一緒に働きませんガ！！

：　会員対象は、安中市在住の概ね60歳以上の健康で
働く意欲のある方です。説明会はどちらでも受けられ
ます。お気軽にお出かけください。

安中地区日時　＿ ��場　所、 

8／22（火） �午後 �安中市地域福祉 

9／26（火） 

10／17（火） �1時半～ �支援センター 

11／21（火） 

超井田町地区日時 ��‾場、所＿－、 

9／26（火） �l午前 l10時～ �松井田町基幹 
集落センター （松井田庁舎内） 

11／28（火） 

（平成28年12月1日から平成29年6月30日まで）新入会員の紹介　新しい仲間です。よろしくお願いします。

地域班 �名　　　　　　　　　　　　前 

安　　中 �露崎　　勉 

原　　市 �小林　孝守、　三野　　勝、　下山　正式、　須藤　　昇、　野村　善征 
足立　利勝、　須佐　　実 

磯　部・東横野 �矢中　幸雄、　治田　稔子、　田邁　芳明、　田蓮　和子、　新井　直美 
多胡　陽子、　小板橋一郎、　杉光　　治、　須賀美代子、　柳沢　秋好 

Q→ 

岩野谷・板　鼻 �高林　春夫 

秋　間・後　閑 �佐藤　　明、　中曽根弘子、　大野　　賓、　奥野　正章、　冨沢　　功 

松井田・九十九・細野 �桜井邦二三、　俵田　眞幸、　丸山　正幸 

西横野・坂本・白井 �塩谷　健一、　吉沢トミ江、　永塚　　孝、　大山日出男、　賛藤　勇夫 
中山　久枝 

今後◎行事予葱

日　程 �行事内容 

8／下旬 �地域班会議 
（各地区公民館等） 

9／17（日） �福祉ふれあいまつり 
（安中市スポーツセンター） 

10／21（土） �シルバーの日 

（単位：円）

平成29年度事業実填

・正会員数　平成29年6月30日現在　（単位：人）

一　男 �一　女 �＿一　合‾計 

324 �116 �440 

・契約金額

請負・委任 �派　　遣 �合計金森 �申年蜃実績 

39，484，825 �9，554，428 �49，039，253 �48，824，183 

安

中

地

区

　

佐

　

藤

　

知

　

恵

雨
脚
も
　
染
め
ん
ば
か
り
の
　
牡
丹
か
な

風
を
呼
ぶ
　
春
落
日
の
　
聴
か
な

終
着
を
　
吉
野
と
き
め
て
　
花
の
旅

眩
し
さ
も
　
刈
り
と
ら
れ
ゆ
く
　
麦
の
秋

安
中
地
区
　
佐
　
藤
　
知
　
恵

深
山
の
　
繁
み
に
咲
け
る
　
姫
ゆ
り
の

花
は
ひ
た
す
ら
　
た
だ
く
れ
な
い
に

セ
ン
タ
ー
の
定
時

総
会
も
ス
ム
ー
ズ
に

終
わ
り
、
新
年
度
の

活
動
を
始
め
て
い
ま

す。
高
齢
化
社
会
の
進

む
中
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
労

力
と
能
力
が
今
ほ
ど

求
め
ら
れ
て
い
る
時

は
な
か
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

今
年
も
高
温
・
多

湿
の
中
で
の
諸
作
業

に
頑
張
っ
て
い
る
会

員
皆
さ
ま
に
は
、
自

分
の
体
調
に
合
わ
せ

た
食
事
、
水
分
を
適

宜
に
と
り
、
「
元
気

で
安
全
作
業
に
」
　
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の

です。


